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野菜需給協議会現地協議会の概要 

 

野菜需給協議会では、協議会会員が野菜生産現場に赴いて農協・生産者の方々等と直接意見

交換を行うことにより、野菜生産の実態を理解することを目的として、平成２５年２月１４日（木）に

茨城県下において、現地協議会を開催した。 

  

１ 野菜予冷センター視察 

１０時３０分からＪＡ岩井野菜予冷センターを視察した。 

このセンターでは、１日にレタスで多い時期に３万５千ケース（１０ｋｇ／ケース）、ねぎで多い時

期に３万ケース（５ｋｇ／ケース）を出荷しており、出荷先は、関東圏を中心に、北は北海道から西

は大阪まで広範囲にわたるとの説明があった。今の時期は予冷の必要がないため冷蔵施設は

稼働していないが、梱包された野菜の出荷作業が行われていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 意見交換会 

引き続き、ＪＡ岩井野菜予冷センター会議室において、地元の生産者等から産地の現状につ

いて説明を受け、その後、参加者と意見交換を実施した。 

○意見交換会議事概要についてはこちら 

 

３ 圃場視察 

  意見交換会終了後、ＪＡ岩井管内のねぎ及びレタスの圃場を視察した。  

今回視察したのは春以降に出荷するねぎやレタスが栽培されている圃場で、トンネル栽培と呼

ばれる薄い覆いをかけた状態での栽培が行われていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.alic.go.jp/content/000092436.pdf
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４ れんこんセンター視察 

  その後、ＪＡ土浦れんこんセンターを訪れ、れんこんの集出荷の工程を視察した。 

ＪＡ土浦では、れんこんが野菜全体の販売金額の８割以上を占める主力品目となっており、主

に東京市場を中心に出荷がなされているとの説明があった。れんこんセンターでは、生産者が直

接搬入してくる泥付きれんこんの洗浄・選別・箱詰め・出荷が連続的に行われていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 直売所視察 

最後に、全農茨城県本部が経営する直売所「ポケットファームどきどきつくば牛久店」を視察し

た。 

まだまだ商圏として成長が期待されている地域にあることから、周辺には多くの直売所や商業

施設があり、厳しい経営を強いられているが、周辺のJAの協力を得ながら、品質のよいものを適

正な価格で販売しているとの説明があった。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 


